
長崎・ハウステンボスの
知られざるイルミネーションの魅力。
イルミネーションアワード総合エンタテインメント部門第一位を9年連続獲得しているハ
ウステンボスのイルミネーション。年々進化する演出は常に話題をさらっているが、夜景
＆イルミネーションのプロの目線からその実態を探ると、今までに語られた事のない魅
力が浮かび上がってきた。夜景評論家で、イルミネーションプロデューサーの丸々もとお
氏が、同施設の冬季のイルミネーションを徹底解剖してみた。

　今、最も熱いエリアは「白銀の世界」だろう。建物
から街路樹まで全て真っ白に染まる世界感は全国の
他のイルミネーション施設では味わえない。どの場所
から撮影しても簡単にフォトジェニックな写真が撮影
できるが、プロの目線で探ると・・・白銀に瞬くスタッ
ドハウスと遠方のドムトールンの間に十字架のような
街灯が出現しているのだ。美麗なスタッドハウスが女
王なら、堅固なドムトールンはまるで王様のようで、
その間を十字架がつなぐというメッセージ性の高い夜
景。永遠の愛を誓った王と女王にあやかれるスポット
として、カップルにはお薦めしたい。

①＜白銀の世界＞

　ハウステンボスの大型演出「光の滝」。ドムトール
ンのたもとから流れ出る光の水流はアートガーデンま
で続き、各所からその光景を存分に鑑賞できる。が、
プロの目線で探ってみると、実は大きな穴場があった。
それは、光の滝に向かって右端、水流が下ったあた
りのトイレの前だ。ここまで足を運ぶ人はほとんどい
ないため、ゆっくりと撮影できるが、何よりもその構
図が見事。ドムトールンは水上に出現した塔のように
見え、運河の向こう側に広がる街並みとドムトールン
と光の滝がパノラマ的に展開。さらに、薄暮の時間
帯には視界全てが青の世界に染まる。穴場の場所で
穴場の夜景。その醍醐味をぜひ。

②＜光の滝＞
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　夜景は視覚だけで楽しむものではない、嗅覚も非常に重要だ。とは、
丸々もとお氏の弁。その理由はこの場所に訪れれば分かるという。アン
ブレラストリートの中心、ショコラ伯爵の館の前に立つと、チョコレート
の甘い香りがやってくる。そんな匂いの中でアンブレラのイルミネーショ
ンを眺めていると、懐かしい“アンブレラチョコ”が光輝いているように
見えてくるから不思議だ。甘い香りが懐かしい記憶を蘇らせてくれるよ
うで、過去へのタイムトリップを楽しむイルミネーションストリートとして
楽しんで欲しい。

③＜アンブレラストリート＞

　日本最長の音楽噴水イルミネーションの幻想世界。
そのインパクト溢れる光景は周辺部のどこからでも堪
能できるが、丸々氏のお薦めは噴水に向かって左端、
風車の裏側に位置するベンチスペースだ。普段は吹
き上げる水しぶきを間近で楽しんでしまいがちだが、
この場所までやってくると、運河の全景や風車と噴
水がパノラマ的に展開。風車をしっかり画面の中に
入れ込むことで“オランダ感”が確実にアップするの
だ。コロナで行けない海外旅行気分を味わえる貴重
なスポットと言えるだろう。

④＜ウォーターマジック＞



　ハーバーゲートを入り右手に進むと、左側にドムトールンへ向かう橋が登場する。実
はこの橋上が、極上の夜景スポットなのだ。ドムトールンの右側に目を向けると、遠くに
丸い観覧車のイルミネーション、その手前の橋と水面にも丸い光の線が2つ。そう、3
つの円が同時に鑑賞できるのだ。円は縁をつなぐという意味があるように、三重のご縁
がいただけるような幸福な夜景。ぜひ、未来の願いを込めてこの場所で夜景を眺めて
いただきたい。

⑥＜ドムトールン付近の橋上から＞

　スタッドハウスから光のファンタジアシティ方向へ歩いて進むと、ホ
テルアムステルダムの横に位置するバス停が登場。実はその裏手には
運河へ降りる階段があり、降りてみると写真のような夜景が鑑賞でき
るのだ。まるで猫の顔のようにも見えるキュートな光景。ハウステンボ
スは LED1300万球に及ぶゴージャスな光の世界ばかりと思われがち
だが、実は陰影のある夜景が人々の想像力を豊かにしてくれる。光が
あれば影がある。夜景やイルミネーションの懐の深さをじっくり楽しん
でもらいたい。

⑦＜ホテルアムステルダム横＞

　ゲートを抜けてすぐ運河に突き当たるが、ちょうどその付近から右方向の夜景を眺めてみると、びっくり。ドムトールンを正面に、
左側に迎賓館、右側に観覧車と、3つの大型ライトアップが同時に鑑賞できるのだ。広大なハウステンボス場内で、この3つの
共演が楽しめるのはまさにピンポイントのここだけ。撮影スポットとしても見逃せない。

⑤＜ハーバーゲート付近＞
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